
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２３日（月）、都立砧公園ねむの木広場で行われた

東京２０２０パラリンピック競技大会の「聖火リレー・

点火セレモニー」に本校肢体不自由教育部門ボッチャ部

「けやっきーず」が参加しました。 

これは、「けやっきーず」の活動が①市内の地域活動に

貢献していること、②パラスポーツの象徴的存在である

こと、③パラリンピック聖火リレーのコンセプトに相応

しいことの理由により、府中市から聖火リレー・点火セ

レモニーへの参加推薦をいただき、実現したものです。 

点火セレモニー当日、ユニフォームに着替え、聖火の

トーチを持った生徒の表情は緊張していましたが、第１

走者から聖火を受け取り、７人で走り始めると誇らしげ

な表情で一致団結して、次の走者に聖火をつなぐことが

できました。点火セレモニー後、「けやっきーず」代表

の巽さんは、「７人の仲間と一緒に聖火を繋ぐことがで

きて、とても嬉しく誇らしかった。また、メンバーの絆

が深まりました。」とコメントしていました。 

今回の経験を活かし、今後も更なる「けやっきーず」

の活動の充実を目指していきます。 

（主幹教諭・横井路彦） 

 

■都立府中けやきの森学園「聖火リレー・点火セレモニーに参加」 
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本校生徒同士のトーチキス 

聖火リレーのスタート場面 

セレモニーに参加したメンバー 
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東京都西部学校経営支援センターだより 
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